
井尻公民館だより    （2023 年 8 月１日発行） 

＜令和 5 年 8 月号＞    （第 233 号） 

＜連絡・問い合わせ先＞館長 窪田 道忠（ ） 
                 主事 相澤陸奥実（ ）

           

川かぜや薄がききたる夕すずみ  松尾芭蕉 

  

 

本格的な夏の本番に入って来ています。 

皆さん置かれては暑さに負けず健康に留意し熱中症には特

に気をつけましょう。 

 近年は気象衛星による天気予報の正確が増し何日か前か

らでも映像で知ることが出来る時代となってきました。 

7月には、九州地方、日本海側地域、富山、秋田での線状

降水帯の発生による豪雨大被害が、一日で一ヶ月分の降雨

になったなどと、天気予報通りとなってしまって河川水路

の氾濫をまねいてる現実があり防げるものではありません。 

「何十年に一度」「大雨避難命令」など多回に報道されて 

絵手紙愛好会     もそれが慣用句になってしまって、此処だったら大丈夫 

篠原勝利  だから、大した事はないと思い、不安を消し行動を起こ 

さない「正常性バイアス」となります。未経験で理解が難しい事であるが、最悪の

事態を想定して予測行動することを常に、意識を持っていましょう。 

 

ひまわりはキク科の一年草の植物。 

原産地は北アメリカ大陸西部であると考へられ

ている、既に紀元前からアメリカの先住民の食

用作物として重要な位置を占めていた。 

和名は（向日葵）、17世紀日本に入ってくる

太陽の動きを追うと言われるが、追うのは成長

が盛んな若い時期だけ。 

生産量はウクライナがトップ 

ウクライナ侵攻の今、映画ひまわり（1970） 

が再注目。 
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８月の行事予定 
          井尻地区食生活改善推進委員会 

 

 

すでに、このパンフレットは、7月に学童には配布されております。 
申し込みは 7月 21 日（木）までとなっていましたが、8月 5 日（土）までに 

延長としましたので、まだ申し込みされていない方が有りましたら、お受けし

ます。お子達にお話してみて下さい。夏休みの楽しい思い出になりますよ。 

 

申し込み先は、食生活改善推進委員までご連絡ください。 

矢崎明美  ☎（ ） 18 時～21 時にお願いいたします。 
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公民館活動 
 

コロナも「5類」扱いに変わり我々の日々の日常生活も落ち着いて来ております。 

公民館活動に於いて、各愛好会を中心に活動が行われております。夜間が多い状況

でありますが、皆さん楽しんでおります。 

公民館では児童クラブに場所の提供をも行っております。低学年の子達 30名位、 

児童クラブ室が狭いためホールも開放しており、宿題、ゲーム、本を読んだり、DVD な

ど、鶴田・曽根両先生の指導の基で楽しく時間を過ごしております。 

公民館では地域の皆さんに気楽に利用して頂きたく思っていますので宜しくお願い

いたします。 

 

 

児童クラブの活動 
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